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1. 童窪篇無力痘iこdestroyed1 ungを合併した 1倒
斉藤薄明(千大・蹟外〉
緑膿菌感染を伴なう左 destroyedlungを有する，重
症筋無力症の症例に対し，感染巣を拡大することなく絢
線描出請を，施行し得たので報告する。症例は63歳女
性，主訴，眼験下垂，複視，ステロイド治療後， 11月18
日，腕隷接出衛を撞行。街中街後管理は，フォガティーカ
テーテノレによる，左主気管支ブロック，気管支鏡による
頻自の吸疾，抗生物質投与を行ない， 良好な結果を得
た。このように wetcaseの街中術後管理で上記の方法
の有効性を認めた。 
2. Swyer-James症候群の 1倒
内出寛子，長是啓一(千大 . H車内〉
症例は 8歳の男子。主訴は易感官擢患。胸部X援にて
左舗の hyperlucencyを認め，左訪の気管支造影では，
分岐ノξランス辻ほぽ正堂だが全体的 iこ口径不同， 空抱
犠，中新議，拝捧状の拡張所見もみられ“ミモザ状"の
所見もみちれた。肺動掠造影，肺車読スキャンでは，左
張u車涜の著廃な低下が，蹄吸入スキャンでは，左側換気
の抵下が認められ Swyer-J ames syndrome と診断し
た。本病の病因はいまだ明らかでないが，気管支病変が
主国と考えた。 
3. Ischemic hepatitis を疑われた彊性呼吸不全の 
1額i
国友史誰，山岸文雄(千大 . H車内〉
小俣政男(千大・ 1内〉
症例は45歳女性で， 23年前気管支拡張症の手衡強行
し，慢性呼吸不全によ予昭和55年 1月入民治療中，呼吸
不全の急性増悪，脆性心の増強をきたし，突然，肝機語
障害が出現したが，肺性心を治療改善するとともに肝接
能も急速に正常生した。その 1カ月半後死立し，肝組織
で試中心静膝周囲に線緯化が認、ゐられた。症例は経過
および組織所見より低設素車症と蹄性心の増悪による 
ischemic hepatitisが疑われた。 
4. 真菌感染を合砕した bronchogeniccy試の 1例
湯口恭利，山岸文雄〈千大・肺研内科)
小林章男(同・検査部〉
西村和子〈千大・活性研〉
患者は18歳よ予，左上肺野に内部iこ鏡面形成を伴ヮた
空洞を指請されていたが， 37歳時には比較的瑳界明瞭な
腫癌状陰影を呈した。同部位から針生検により Aspe-
rgillus terreus，Penicillium sp.の2種の真菌を民定
t.，左上棄現除錆を施行した。病巣内陸は織毛を持つ円
柱上皮で被われ，タト{賂こは平滑筋及び腺組織が存在し，
中枢舗には軟骨組織も認められ， bronchogenic cyst Iこ
真菌感染を合併したと考えられる。 
5. 最近の圭施設における肺結核慈の診断について
藤田 明，轟太美子，菊池典雄
〈千大・ 2車内〉
最近3年間の当施設受診者中に占める結核菌陽性係拡
約 2%， 87倒であった。胸部X線像の学会分類ではE
型， m型が大部分を占めた。鑑真i診新上問題とtJ:る乾諮
性諦炎聖，藩種型，結核菌または孤立性腫藩型が 7-11
%であった。塔疾からの結核菌揚陸率は約 50%である
が，特に小病巣では曜疲からの富揚d詮率は低く， 3 @1以
上の頻回検査が必要であり，持には気管支鏡また辻経皮
的訪生検による病巣からの検出が必要と思われた。 
6. 舌結接の合併が疑おれた静結核の 1例
轟太美子，菊地典雄(千大・蹄内〉
舌結核は，舌粘膜の創傷治慈方及び唾液の殺菌力によ
り，本来惑染が成立しにくい部位であるため，非常にま
れ主ものとされている。症例辻，昭和54年4月より舌潰
蕩が出現し，昭和55年 4月，月布部X隷上肺結核を疑われ
た55議，男性であるが，曜疾及び頚部リンパ節に結核茜
